
 

１ ｉＰｈｏｎｅによる表示方法 

ｉＰｈｏｎｅに標準で入っているコンパスアプリを起動させるだけで緯度・

経度が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※ ｉＰｈｏｎｅには「コンパス」アプリがプリインストールされていますが、 

Ａｎｄｒｏｉｄにはプリインストールされていません。 

 

２ Ｇｏｏｇｌｅマップでの検索方法 

（代表的な二つの機種での表示方法を下記のとおり記載しています。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＧＰＳの設定方法 
※ ｉＰｈｏｎｅ携帯 

設定→プライバシー→位置情報サービス→位置情報サービスをオン 
 
  
 
 

 

  

ｉＰｈｏｎｅの場合 アンドロイド携帯の場合 

１ Ｇｏｏｇｌｅマップを開く。 

 

２ 現在地部分を指で長押しする。 

１ Ｇｏｏｇｌｅマップを開く。 

 

２ 現在地部分を指で長押しする。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そのそもなぜ必要！？ 緯度・経度の確認！ 

山岳地域では明確な目標物はあまり多くありません。そんななか消防へ火災や

救助の通報する際、スマホ（携帯電話）のＧＰＳ機能で緯度・経度の情報を伝え

ると、ピンポイントで位置が特定でき、消防隊がより速く確実に災害現場（通報

者・傷病者）にたどり着ける可能性が高まります。             

 

万が一に備えて、ご自分のスマホから事前にＧＰＳ情報を取得できるように 

準備、確認しておくことが大切です。 

 

他にさまざまな地図アプリ等でも緯度経度の情報の確認ができます。ご自分で

インストールしたものがあれば、ぜひ確認してみてください！ 

 

３ 長押ししたところのマークが赤く 

表示される。 

 

 

４ 緯度・経度が上部窓に表示される。 

（１９ケタの数字） 

 

 

３ 長押ししたところのマークが赤

く表示される。 

 

 

住所が表示されている枠を 

上にスライド（フリック）させる。 

 

 

 

 

 

４ 緯度・経度が表示される。 

（１９ケタの数字） 

 

ＧＰＳの設定方法 
※ ｉＰｈｏｎｅ携帯 

設定→プライバシー→位置情報サービス→位置情報サービスをオン 
※ アンドロイド携帯（設定画面でオンにしていない場合は下記操作でも可能） 

 Ｇｏｏｇｌｅマップを開くと「位置情報サービスをオンしますか」と表示がでる。 


